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１ 日  時   平成 31 年１月 11 日（金） 5校時（14：00～14：50） 

場  所   音楽室 

２ 学年・組   第１学年 Ａ，Ｃ組（男子 18 名，女子 9名，計 27 名） 

 

 

１ 題材観 
 

本題材は，学習指導要領（音楽科）における「Ａ表現（３）」の指導事項イ「表現したいイメージを

もち，音素材の特徴を感じ取り，反復，変化，対照などの構成を工夫しながら音楽をつくること。」を

受けて設定したものである。「共通事項」は，音色，速度，旋律，構成を扱うこととする。 

本題材では，最初に箏曲「さくら変奏曲」を聴き，箏の様々な音色，速さや旋律の変化から，色々

な桜の風景を表していることを知覚し，箏を用いた創作につなげることとする。箏曲「さくら変奏

曲」の原曲である「さくらさくら」は，小学校第四学年の歌唱共通教材でもとりあげられており，生

徒にとってなじみのある楽曲である。また，楽曲では同じ旋律が形を変えてたびたび繰り返されてい

るため，反復，変化，対照などの構成を知覚することができる。そのため，最初に箏曲「さくら変奏

曲」を聴くことは，その後生徒自らが表現したい桜の風景を，箏を用いて創作するオリジナル箏曲

「さくら」の創作活動へとつなげるのに有効であると考えられる。 
また，箏は弦を触れば簡単に音が出て，様々な奏法により特色ある様々な音色を出したり，音色に

変化をつけたりすることができる。したがって，生徒自身の想いや意図を表現しやすく，創作活動に

適しているといえる。 
以上のことから，箏を使用してオリジナル箏曲「さくら」を創作することは，生徒にとって取り組み

やすく，２年次に行う伝統芸能における他の和楽器や日本の伝統音楽への興味，関心へとつながってい

くことが期待できる。さらに，本題材は社会科の授業における歴史的分野（２）「古代までの日本」ウ 

国際的な要素をもつた文化が栄えたこと と関連付けることにより，教科横断的なカリキュラムマネジ

メントを行うことができる 

本学年生徒の，授業中に実施した「箏」に対するアンケート結果は以下の通りであった。 

＜箏＞ 

項目 はい いいえ 

箏に興味がある 40.7％ 59.3％ 

 

２ 生徒観 
 

音楽科 第１学年 神石高原町立三和中学校 指導者  向田あかり 

   

 

 

 

 

題
材
名 

本題材で育成する資質・能力  

 

「主体性」「課題解決力(探究力)」「振り返り力(メタ認知力)」 

卒業生へ贈るお祝いの桜の音楽を創作しよう 
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箏を弾いたことがある 44.4％ 55.6％ 

 楽しそう 簡単そう 退屈そう 難しそう 

箏のイメージ（複数回答可） 27.3％ 6％ 6％ 60.6％ 

１年生は，小学生の頃，箏クラブで何人かの生徒は琴を弾いた経験があるようで，その結果が数字に

なっていると考えられる。続いて「作曲」に対するアンケートは以下の通りであった。 

＜作曲＞ 

項目 はい いいえ 

曲を創ってみたい，また，創っ

てみたいと思ったことがある 
44.4％ 56.6％ 

 楽しそう 簡単そう 退屈そう 難しそう 

作曲のイメージ（複数回答可） 32.3％ 0％ 0％ 67.7％ 

以上の結果から，箏や作曲に対して興味をもっている生徒は半分以下で，「難しそう」と考えている生

徒が 60％以上であることが分かる。 

また，平成 30年度７月に実施した三和中学校生徒質問紙調査において，本学年の音楽の授業に関す 

る質問紙調査の結果は以下の通りであった。 

項目 そう思う 
どちらかとい

うとそう思う 
どちらかという

とそう思わない そう思わない 

(1) 授業では，課題を解決するために，「どのよ

うな方法だと解決することができるか」を考えて

います。 

29.6％ 55.6％ 14.8％ 0.0％ 

(2)授業では，情報を，比べたり（比較），仲間分

けしたり（分類），関係を見つけたり（関係付け）

して，何が分かるのかを考えています。 

33.3％ 59.3％ 7.4％ 0.0％ 

(3)授業では，自分の考えを積極的に伝えていま

す。 
37.0％ 48.1％ 14.8％ 0.0％ 

 元々様々なことに意欲が高い学年であるが，以上の結果から，課題設定の方法を工夫し，生徒が必然

性をもつて取り組めるように授業を工夫することや，自分の意見を積極的に伝えられるように根拠を明

確にして発言できるような発問の工夫が必要であることが分かった。また，情報の整理分析の際に，仲

間の曲と自分の曲を比較する等，客観的に楽曲を分析する場面を設定する等，活動を工夫する必要があ

ると考える。  
 

 前述のような生徒実態を受けて，指導にあたっては，以下の工夫を行う。 

（１） 主体的・対話的で深い学びに向けた指導の工夫 

・部活動や委員会活動を通して憧れをもつた３年生への卒業祝いとして創作をすることで，課 
題に対する必然性と意欲をもたせる。 

・自分の表現したい桜のイメージを可視化することで，他の生徒ともイメージを共有し，意見を 

言いやすくする。 

・創作した旋律を，仲間と聞き合い意見を言い合うことで，課題解決に向けた目的意識をもたせ 

る。 

 

３ 指導観 
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（２） 振り返り場面の指導の工夫 

・ＯＰＰＡシートを活用し，学習内容の理解の状況を把握させる。 

・「授業中に理解できたこと」,「疑問に思ったこと」，「新しく学んだこと」，「これまでに学習し 

たこととの関連」を示すことで，振り返りの視点を明らかにする。 

・自己評価だけでなく他者評価を取り入れ，客観的に自分を振り返る材料を与える。 

（３） 生徒の実態に合わせた指導の工夫 

・単元の最初の授業で単元全体の流れ及び最終ゴールを提示することにより，学習の見通しを 

いもたせる。 

・本時の学習の流れを掲示したり，デジタルタイマーを使用したりするなど,課題解決に当たっ 

ての見通しをもたせる。 

・記譜等のチェックを教師のみが行うのではなく，グループ活動を活用することにより，生徒同

士での教え合いの機会をつくる。 

・記譜は，リズム譜をアレンジしたものを用いることで，苦手意識をもつ生徒にも創作に対する

意欲をもたせると共に，支援が必要な生徒に対してヒントカードを提示する。 

   ・既習事項である，「四季より『春』」の学習でソネット（詩）と音楽との関係を学習したこと

や，尺八曲「巣鶴鈴慕」の学習で尺八独特の奏法と音色から，鶴の行動や気持ちを想像した活

動を生かし，写真や標題からイメージした音楽をつくる活動へとつなげる。 
 
 

４ 指導と評価の計画 
 
○ 本題材で身につけさせたい資質・能力と評価基準 

資質・能力 
評価基準 

Ｉ Ｃ Ｅ 

主体性 ・桜の風景を音で表現す
るために，筝の奏法を２つ
以上用いて音色を工夫し，
創作活動に取り組んでい
る。 

・桜の風景を音で表現す
るために，音色の他に，速
さや旋律などを意図をも
って工夫し，創作活動に取
り組んでいる。 
・班でオリジナル箏曲「さ
くら」をつくるために，曲
の構成を工夫し，桜の風景
を音楽で表現しようとし
ている。 

・曲をつくることを通し
て，どの曲にも作曲者の
様々な思いや意図が込め
られていることを理解し
て，他の楽曲でも作曲者の
思いや意図，作曲背景を探
ろうとしている。 

課題解決力 

（探求力） 

・いくつかの奏法の中か
ら，自らの表現を選び，イ
メージに合った表現を追
求している。 

・参考曲や，友達の創作し
た曲と比較し，自分のイメ
ージにあった表現を，更に
追及している。 
・他の班と比較して，自分
たちのつくった曲を分析
し，どこをどうしたらより
よくなるのかを考えて，解
決することができる。 

・他の楽曲でも，どこがど
のようになっているのか
楽曲分析をして，表現を深
めたり工夫したりするこ
とができる。 

ふりかえり力 

（メタ認知力） 

・箏の奏法や音色の特徴，
速度の変化について理解
し，自分がなぜその奏法を
とりあげたのかについて，
想いや意図をもっている。 

・筝の奏法と音色の関係，
曲の速さや旋律と表現し
たいイメージの関係につ
いて，想いや意図を明確に
もって表現している。 

・行った工夫が楽曲の表
現にどのような影響を及
ぼしたか，表現したいイメ
ージと関連付けて客観的
に分析することができ，他
の楽曲の表現にも生かす
ことができる。 
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〈題材の目標〉 

・表現したいイメージをもち，音素材の特徴を感じ取り，反復，変化，対照などの構成を工夫しなが

ら音楽をつくる。 

【Ａ表現（３）イ】  （共通事項 音色，速度，旋律，構成） 

 
 
＜評価規準＞ 

ア 音楽への関心・意欲・態度 イ 音楽表現の創意工夫 ウ 音楽表現の技能 

・箏の音色の特徴，反復，変化，
対照などの構成や全体のまとま
りに関心をもち，それらを生かし
音楽表現を工夫しながら音楽を
つくる学習に主体的に取り組も
うとしている。 
 

・箏の音色や旋律，速度の変化を
知覚し，それらが生み出す特質や
雰囲気を感受しながら，音楽で表
現したいイメージをもち，どのよ
うに音楽をつくるかについて思
いや意図をもっている。 
・音楽で表現したいイメージを
もち，箏の音色，旋律，速さが生
み出す特質や雰囲気を感受しな
がら，反復，変化，対照などの曲
の構成や全体のまとまりを工夫
し，どのように音楽をつくるかに
ついて思いや意図をもっている。 

・箏の音色の特徴を生かし，音色

や奏法の組み合わせ，音の高さ，

速さを工夫し，簡単な旋律をつく

っている。 
・箏の音色の特徴，反復，変化，
対照などの曲の構成や全体のま
とまりを生かした音楽表現をす
るために，必要な技能を身に付け
て音楽をつくっている。 
 

 

〈ＩＣＥモデル〉 

 

 

 

 

 

 

（全６時間） 

次 学習活動 生徒の思考の流れ 

観点 評価 

関 表 技 
◇評価規準 ★資質・能力 

（評価方法） 

１         本時の目標：パフォーマンス課題を知り,解決するための手段や方法について考え
ることができる。 

○パフォーマンス課題の確認
をする。 
・パフォーマンス課題を知り,
創作活動に興味をもつ。  
 
 
 
○使用する基になる曲を聴く。 
・箏曲｢さくら変奏曲｣を聴き，
曲の構成について知る。 
 
 
 
 
 
 
 
○作曲する桜の風景をイメー
ジする。 
 

・曲ってどうやってつく
るのだろう。 
・楽譜の書き方や音符の
書き方が不安だ。 
・曲のイメージがあると
いいな。 
 
・箏は風流な音色だな。 
・お正月などのお祝いの
時に流れそうな音色だな。 
・この場面の変奏は，さく
らが散っている場面かな。 
・この場面の変奏は，さく
らがつぼみなのかな。 
・箏は色々な音色が鳴る
な。 
 
・卒業生に，お祝いの気持
ちを込めて満開の桜をプ
レゼントしたい。 

○ 

  ◇箏の音色の特徴，反復，変化，
対照などの構成や全体のまと
まりに関心をもち，それらを生
かし音楽表現を工夫しながら
音楽をつくる学習に主体的に
取り組もうとしている。（ワー
クシート） 
 

課題設定 

【考え・基礎知識】 

箏の奏法や音色の特
徴，速度の変化等を用い
て，音楽をつくることが
できる。 

【つながり】 

音色や速度の変化，曲
の構成等を知覚し，それ
らと曲想との関連を感
受しながら，思いや意図
をもって音楽をつくる
ことができる。 

【応用・ひろがり】 

他の楽曲についても，

曲の背景を探ったり楽

曲分析をしたりして，表

現の工夫に生かすこと

ができる。 
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 ・桜の花びらがひらひら
落ちて，卒業して少し切な
い感じを表現したい。 

２         本時の目標：箏の奏法を学び，イメージした桜の風景と合う奏法を２つ以上組み合
わせて表現することができる。 

○箏の奏法や楽譜について学
習する。 
・奏法によって，様々な音色が
出せることを知る。 
・楽譜は漢数字が用いられてい
ることを知る。 
 
○イメージした桜の風景に合
う奏法を選ぶ。 
・２つ以上の奏法を選ぶ。 
 
○奏法を組み合わせ，箏を弾
く。 
・音の高さや速さを変えてイメ
ージに合わせた演奏を探る。 

・箏は弦をはじけば簡単
に音が鳴るな。 
・様々な奏法があるな。 
・楽譜に書かれている数
字の弦を弾けば曲が弾け
るのか。 
 
・この奏法よりこっちの
奏法が弾んだような感じ
だから，ぼくのイメージす
る桜に合うな。 

 ○ 

 ◇箏の音色や旋律，速度の変化
を知覚し，それらが生み出す特
質や雰囲気を感受しながら，音
楽で表現したいイメージをも
ち，どのように音楽をつくるか
について思いや意図をもって
いる。 
★桜の風景を音で表現するた
めに，筝の奏法を２つ以上用い
て音色を工夫し，創作活動に取
り組んでいる。（ワークシート）
【主体性】 

３          本時の目標：選んだ箏の奏法を２つ以上組み合わせて，４小節以上の旋律をつくる 
              ことができる。 

○前時に選んだ奏法を用いて，
４小節以上の旋律をつくる。 
・リズム譜の書き方，奏法の記
入の仕方，使用する弦の記入の
仕方を知る。 
作曲のルール 
・選んだ奏法を２つ以上組み合
わせて旋律をつくる。 
・イメージに合わせて速さを決
める。途中で変えても良い。 
・４小節以上８小節以下の曲を
つくる。 
 
○仲間の作品と自分の作品を 
比べる。 
・真似したいところと改善点を 
伝え合う。 

・桜がゆっくりと間を空
けて落ちてくるようなイ
メージを出したいから，長
い音を使って余韻を味わ
ってみようかな。 
・切ないイメージを出す
ために，少しテンポをゆっ
くりにしようかな。 
・水面に桜が揺れている
様子を表したいから，押し
手を使おうかな。 
 
 
 
 
・○○さんの様に，音の高
さを変えるだけでも雰囲
気が変わることが分かっ
た。 

 

 ○ 

◇箏の音色の特徴を生かし，音

色や奏法の組み合わせ，音の高

さ，速さを工夫し，簡単な旋律

をつくっている。 
★鑑賞した曲や，友達の創作し
た曲と比較し，自分のイメージ
にあった表現を，更に追及して
いる。（ワークシート）【課題解
決力】 

４          本時の目標：桜の物語に合うように曲の構成を工夫し，仲間の旋律をつなげて班で 
オリジナル箏曲「さくら」をつくることができる。 

○班で旋律をつなげる。 
・班員の旋律をつなげて，班で
一つの桜の曲にする。 
旋律をつなげるときのルール 
・表現したい曲や物語になるよ
うに，曲の構成を考える。 
・そのままつなげても良いし，
次の人との間につなぎや間を
入れても良い。 
・全員の曲が一回は入るように
工夫をするが，一人一回ずつで
なくても良い。 
・一人で弾いても良いし，他の
人が合いの手を演奏しても良
い。 
・最初に「さくら」のテーマを
８小節演奏してから，オリジナ
ルの旋律を弾き始める。 

・どの桜の順番でつなげ
たらいいかな。 
・「さくら変奏曲」では，
同じ旋律を繰り返してい
たな。 
・○○さんと△△さんの
曲の場面は違うから，２人
の間でつなぎを何か演奏
しよう。 
・休符に合いの手を入れ
たら，鳥の鳴き声も表現で
きるかも。 

 

○  

◇音楽で表現したいイメージ
をもち，箏の音色，旋律，速さ
が生み出す特質や雰囲気を感
受しながら，反復，変化，対照
などの曲の構成や全体のまと
まりを工夫し，どのように音楽
をつくるかについて思いや意
図をもっている。 
★班でオリジナル箏曲「さく
ら」をつくるために，曲の構成
を工夫し，桜の風景を音楽で表
現しようとしている。（行動観
察，ワークシート）【主体性】 

情報収集① 

情報収集② 

整理・分析① 
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５ 

本時の目標：他の班の曲と自分達の曲を比べて良いところを取り入れながら， 
さらに良い音楽をつくることができる。 

○各班の演奏を聴く。 
・班でつくった曲について解説
し，演奏をする。 
・他の班の演奏を聴き，表現を
深める。 
議論の視点 
・イメージに合う旋律（音の高
さ）になっているか。 
・イメージに合う奏法（リズム
や音色）であるか。 
・イメージに合う構成である
か。 
 
○班でさらに良い曲にする。 
・他の班の演奏を聴いて気づい
たことを活かして自分たちの
イメージにより近い表現を探
る。 

・途中のつなぎで物語の
雰囲気をさらに出してい
たな。 
・なぜ，この風景で，あの
奏法ではなくてこの奏法
を使ったのだろう。 
・なぜ，この曲順にしたの
だろう。 
・なぜ，この音の高さにし
たのだろう。 
 
 
・ここの音高を変えて表
現してみようかな。 
・ここに他の奏法を足し
てみよう。 
・つなぎに余韻を持たせ
て，雰囲気をつくってみよ
うかな。 

 

 ○ 

◇箏の音色の特徴，反復，変化，
対照などの曲の構成や全体の
まとまりを生かした音楽表現
をするために，必要な技能を身
に付けて音楽をつくっている。 
★他の班と比較して，自分たち
のつくった曲を分析し，どこを
どうしたらよりよくなるのか
を考えて，解決することができ
る。（ワークシート）【課題解決
力】 

６ 本時の目標：オリジナル箏曲「さくら」を録音して改善点を見つけ，録音を完成
させ             させることができる。 
 
 
○グループで練習する。 
・前時で深めた表現を演奏でき
るようにする。 
 
○録音をして聴き，改善を考え
る。 
 
○仕上げの録音をする。 

 
 
・前時に取り入れた奏法
がまだ上手く弾けないな。 
 
 
・高い音で桜を表したけ
ど，客観的に聞くと高い音
より低い音を強調させて
弾いた方が夜の感じがす
るな。 

 

 ○ 

◇箏の音色の特徴，反復，変化，
対照などの曲の構成や全体の
まとまりを生かした音楽表現
をするために，必要な技能を身
に付けて音楽をつくっている。 
★曲の速さや旋律，反復，変化，
対照など曲の構成を工夫させ
たり，更に強調させるところを
加えることで，曲がどのように
変化したかや，どのように表現
が深まったかが分かっている。
（ワークシート）【ふりかえり
力】 

 

パフォーマンス課題 
育てたい資質・能力 主体性，課題解決力（課題解決力），ふりかえり力（メタ認知力） 

教科の評価規準   ３年生のために，２月の終わりのお茶会で雰囲気を作るために流すオリジナル箏曲

「さくら」をつくってプレゼントしよう。 

 

パフォーマンス課題のシナリオ 
２月２８日（木）の３年生のお茶会の日に，箏の曲を流して雰囲気をつくろうと思います。その日は

３年生にとって卒業前に和文化を体験する貴重な日です。みんなにとって３年生は部活や生徒会活動や
様々な行事での憧れの先輩だったと思います。せっかくですので，３年生へのサプライズの気持ちを込
めてみんなの創った箏の曲を流し，３年生にお祝いの気持ちを伝えることができたらと思います。 

そこで，以下の３つの条件でオリジナル箏曲「さくら」をつくりＣＤに録音し，３年生へプレゼント

をしましょう。 

 
条件① 自分の選んだ桜の写真を，箏の奏法（２つ以上），音色，音の高さ，速さで表現する。 
条件② １人４小節以上８小節以下で旋律をつくる。 
条件③ 表現したい曲や物語になるように，班で曲の構成を考える。 

振り返り 

まとめ・創造・表現 

パフォーマンス課題 
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予備的ルーブリック 
尺度 

(評点，レベル) 

記述語 

(パフォーマンスの特徴) 

３ 
理想的 

・曲の説明を音楽の用語を正しく用いて，わかりやすく説明することができる。 
・思いや意図をもって，イメージに合った音色，速度，旋律を選んで演奏し，かつ
反復，変化，対照などを効果的に用いて曲をつくり演奏することができる。 

２ 
合格 

・曲の説明を音楽の用語を用いて説明することができる。 
・思いや意図をもって，イメージに合った音色，速度，旋律を選び，グループで曲
の構成を工夫して演奏することができる。 

１ 
乗り越えさせたい実態 

・音楽の用語を用いて説明ができない。 
・用いた音色，速度，旋律に特に思いや意図がない。 

 
 

５ 本時の学習 
 
(１) 本時の目標 

    桜の物語に合うように曲の構成を工夫し，仲間の旋律をつなげて班でオリジナル箏曲「さくら」 

をつくることができる。 

(２) 本時の評価規準 
     音楽で表現したいイメージをもち，箏の音色，旋律，速さが生み出す特質や雰囲気を感受しな 

がら，反復，変化，対照などの曲の構成や全体のまとまりを工夫し，どのように音楽をつくるか 
について思いや意図をもっている。 

 

（３） 準備物 

    ワークシート，筝（各班に２面），物語が書かれたワークシート 

(４)  本時の展開 

学習活動 
◇指導上の留意事項 

◆配慮の必要な生徒への支援 
評価規準 

（評価方法） 

資質・能力 

（評価方法） 

１ 本時の課題を発見する。〔５分〕 
○前時までの活動を振り返
る。 
 
 
 
○「さくら変奏曲」の曲の構
成を思い出す。 
 
○本時の目標を確認する。 
 
【本時の目標】 
 
 
 

◇前時までは，個人で曲を創作
したが，どのようなことを工夫
して創作をしてきたかを発表さ
せる。 
 
◇反復，変化，対照などの曲の 
構成を思い出させる。 
 
◇授業の流れを説明する。 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

２ 課題解決の方法を考える。〔１０分〕 

○２つの曲（ＡとＢ）を聴

き，それぞれの曲からどのよ

うな印象を受けるかを発表す

る。 
 
 
 

◇最初に曲想の異なる２つの旋
律を聴かせ，次に２つの旋律を
つなげた曲を２種類（ＡとＢ）
聞かせ，良い方を選ばせる。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桜の物語に合うように曲の構成を工夫し，仲間の旋律をつなげて班でオリジナル箏曲「さくら」
をつくることができる。 

（Ａ） 
２つの旋律をただつなげただけの曲。 

（Ｂ） 
２つの旋律の中につなぎがあったり，１つ
の旋律の裏で合いの手があったり，１回演
奏して終わるのではなくて，繰り返しがあ
ったり（反復，変化，対照）する曲。 
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○ルールを確認する。 

 
 
 
 
 
◇Ｂには旋律間のつなぎ，合い
の手，反復，変化，対照が使わ
れていることを確認する。 
◇旋律をつなげる時のルールを

説明する。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３ 課題解決に向けて議論する。〔２５分〕 

○どのように旋律をつなげたら

良いかを考え，議論する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇桜の物語を表現するにはどのよ

うに旋律をつなげたら良いか，構

成を考えさせる。 

◇筝を弾いて試しながらさせる。 

◇なぜそのようにするのか根拠を

明確にさせる。 

◆自分の考えが浮かばない場合

は，仲間の意見に対してどう思う

かを言わせる。 

◆奏法や構成についてのヒントカ

ードを提示する。 

 

音楽で表現したい
イメージをもち，箏
の音色，旋律，速さ
が生み出す特質や
雰囲気を感受しな
がら，反復，変化，
対照などの曲の構
成や全体のまとま
りを工夫し，どのよ
うに音楽をつくる
かについて思いや
意図をもつている。 
（ワークシート） 

 
 

班でオリジナル
箏曲「さくら」を
つくるために，曲
の構成を工夫し，
桜の風景を音楽
で表現しようと
している。（行動
観察，ワークシー
ト）【主体性】 
 
 

 

４ 本時のまとめをする。〔１０分〕 

〇各班で話し合ったことを交流

する。 
発表の視点 
・うまくいったこと 
・うまくいかなかったこと 
・もっと工夫してみたいこと 
 
〇振り返りを行い，学びの自覚

を記録する。 

◇他の班の発表を参考にするため 

に，自分たちの班の意見と比較し 

ながら聞かせる。 

 

 
 
 
◆ＯＰＰＡシート（１枚ポートフ 

ォリオ評価）を活用する。 

  

 

【予想される生徒の反応】 
・Ａの曲とＢの曲は使っている旋律は同じだけれど，Ｂの曲の方が色々な桜の風景が
浮かんでくる気がして，聴いていて面白いな。 
・Ａの曲よりＢの曲の方が，音が重なっていたり，速さに変化があって，聴いていて
色々な桜の風景が想像できるな。 

【予想される生徒の反応】 
・○○さんと△△さんの旋律の場面は違うから，２人の間でつなぎを何か演奏しよう。 
・休符に合いの手を入れたら，鳥の鳴き声も表現できるかも。 
・昼の場面をもう一度出したいから，○○さんの旋律をもう一度出してみよう。 

＜旋律をつなげる時のルール＞ 
・表現したい曲や物語になるように，曲の構成を考える。 
・そのままつなげても良いし，次の人との間につなぎや間を入れても良い。 
・全員の曲が一回は入るように工夫をするが，一人一回ずつでなくても良い。 
・一人で弾いても良いし，他の人が合いの手を演奏しても良い。 
・最初に「さくら」のテーマを８小節演奏してから，オリジナルの旋律を弾き始める。 

【予想される生徒の振り返り】 
・曲の間につなぎを入れたら，場面の違いやテンポの違いが違和感なくつなげられた。 
・つなぎを入れたかったけど，速さがよくわからなくなってうまく入れられなかった。 
・つなぎや余韻の残し方，合いの手をもっと工夫したら更に雰囲気が出ると思った。 
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板書計画 
 

 

 

本時の目標： 桜の物語に合うように曲の構成を工夫し，仲間の旋律をつなげて班でオリジナル箏曲 

「さくら」をつくることができる。 

     

          ＜今まで工夫してきたこと＞      

           ・音色               

           ・旋律                  

           ・速さ                  

                                

          ＜今日特に工夫すること＞ 

           ・構成 

             合いの手 

             反復，変化，対照 

             場面のつなぎ      ＜振り返りの視点＞ 

                          ・うまくいったこと 
・うまくいかなかったこと 
・もっと工夫してみたいこと 

 

流れ 

① 課題設定：５分 

② 課題解決の方法

を考える：１０分 

③ 課題解決のため

の議論：２５分 

④ 全体交流：５分 

⑤ まとめ記述：５分 

＜旋律をつなげる時のルール＞ 

①表現したい曲や物語になるように，曲の
構成を考える。 
②そのままつなげても良いし，次の人との
間につなぎや間を入れても良い。 
③全員の曲が一回は入るように工夫をす
るが，一人一回ずつでなくても良い。 
④一人で弾いても良いし，他の人が合いの
手を演奏しても良い。 
⑤最初に「さくら」のテーマを８小節演奏
してから，オリジナルの旋律を弾き始め
る。 
 


